
平成２８年度成果報告 建設環境課総括

平成 26 年７月９日発生の「7.9 南木曽町豪雨災害」の災害復旧工事を国（多治見砂防国道

事務所・木曽森林管理署南木曽支署）、長野県（木曽建設事務所）と連携協力し実施した。

 南木曽小学校付近の梨子沢は、土石流発生時の氾濫を防ぐため屈曲した河川線形から直線

的な河川線形に改修した。このため。町道梨子沢橋普復旧工事は国（委託事業）で、簡易水

道水管橋復旧事業は国県工事と歩調を合わせ実施した。この河川改修により、町道大原線が

右岸側に移り、左岸側の旧大原線は小学校梨子沢線（歩道）として認定された。

県道梨子沢橋及び町道大原線・梨子沢橋ともに 29.3.31 に供用が開始され、３年間の災害

復旧工事がほぼ完成した。

３年間で行われた町発注の主な災害復旧工事は、簡易水道分水井沈砂池復旧工事・東町下

線復旧工事・島の平橋及び同水管橋復旧工事・細の洞橋及び同水管橋復旧工事・梨子沢橋及

び同水管橋復旧工事・県道梨子沢橋水管橋復旧工事である。

１． 建設関係

（町道関係）

・道路維持補修工事では、側溝修繕やポットホール等の小規模な町道補修事業・新町下線

側溝修繕事業・本谷線防災事業・神明線修繕事業のほか、新町町裏線・下山線・神戸線

の舗装補修工事が行われた。

・道路新設改良工事では、与川線（一部Ｈ29 へ繰越）・上の原線（一部Ｈ29 へ繰越）の改

良工事を実施した。

・橋梁維持修繕工事では、橋梁点検 74 橋の点検等行ったほか、新山橋等の調査設計及び尾

又橋、三留野大橋、前の畑、くちなし沢 1 号橋・大洞橋の補修工事（一部Ｈ29 へ繰越）

を実施した。

・除雪対策事業は、一昨年に続き、降雪量が少なかったため除雪費は昨年並みに留まった。

・平成 27 年度繰越事業では、額付環状線・上の原線の道路改良工事、上の原線の待避所設

置に伴う舗装補修工事を実施した。

橋梁維持事業では、大水上跨線橋応急修繕工事、くちなし沢 2 号橋、3 号橋の補修工事

を実施した。

（町河川関係）

・町河川整備では、小吹沢・細畑沢・伊勢小屋沢・アンコ沢等の支障木伐採等を実施した。

・河川の平成 27 年度繰越事業では、蛇抜沢の土砂等除去を行った。 
（災害復旧事業 現年災害）

・８月３日豪雨災害、９月 23 日豪雨災害、９月 29 日豪雨災害と３回被災し、道路路肩等

補修 11 か所（与川２か所、三留野６箇所、妻籠２か所、蘭１か所）を実施した。 
（災害復旧事業 過年災害）

・梨子沢工事安全協議会へ交通誘導員等の協力を引き続き実施した。

・災害の平成 27 年度繰越事業では、町道梨子沢橋災害復旧工事（国代行）を実施した。 
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（国・県関係）

・木曽川右岸道路整備事業は、県代行事業により引き続き町道川向梛野線改築工事が実施

されたほか、一般県道上松南木曽線（戸場地区～大桑村）の調査設計が実施された。

・国道 19 号では、神戸視距改良工事の調査設計が実施された。 
・国道 256 号では、漆畑から清内路トンネル間の道路改良（漆畑拡福）事業のほか、橋梁・

舗装補修工事、災害防除交通安全事業等が実施された。

  ・県道では、 (主)中津川南木曽線が馬籠峠～下り谷で改良工事が実施されたほか、(主)中
津川田立線は県単独事業により大滝川～岐阜県の橋梁詳細設計等が実施された。

・直轄砂防事業では、梨子沢第２砂防堰堤改築、渡島蛇抜沢砂防堰堤、桜洞砂防堰堤、

和合蛇抜沢工事用道路築造工が実施された。また、桂川、地蔵沢で調査が行われた。

・県砂防事業は、岩戸沢砂防堰堤工事が実施された。

２．住宅関係

・中折団地１棟３戸のユニットバス設置工事を実施した。（Ｈ27 年へ繰越事業） 
・深山団地２棟２戸のユニットバス設置工事を実施した。

・深山団地４棟６戸、本町団地１棟３戸のユニットバス設置工事を事業化した。

（国補正予算による。Ｈ29 年へ繰越事業） 
・住宅リフォーム補助金を５戸に交付した。

・定住化対策としてリフォーム補助金の見直しを行い、３世代等世帯等への拡充を図った。

（一律５万円の商品券を上乗せ交付する。平成 29 年４月１日施行） 

３．環境衛生関係

・ごみ処理関係では、分別意識の向上に努め、可燃ごみが前年度より 12.6ｔの減少、生ごみが

前年度より 8.7ｔの減少、不燃ごみが 2.4ｔの減少となった。また、資源ごみの回収は 7.1ｔ
の減少となった。

・環境美化活動では、衛生自治会と連携し町内一斉清掃を実施した。また、ポイ捨て防止監視

パトロールを実施した。

・地球温暖化対策の一環として、国が進める「cool choice（賢い選択）」に賛同し、環境学習や

省エネ研修会などを開催した。

・三軒家小規模水道の電気探査を行い井戸の試掘調査を実施した。（Ｈ29 年度繰越事業） 
・小規模水道組合と「安定して維持運営していく課題等」について意見交換会を行った。

・個人設置の合併浄化槽に対する補助金の交付申請はなかった。

・リニア中央新幹線による環境への影響を明らかにするため、長野県の大気環境測定車による

大気の測定を行った。
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４．特別会計

○簡易水道事業特別会計

・災害のＨ27 繰越事業では、県道梨子沢橋水管橋・町道梨子沢橋水管橋等工事を実施した。 
・簡易水道統合認可（平成 29 年 3 月 31 日許可、平成 29 年４月 1 日統合） 
・簡易水道事業の経営戦略を策定した。

・公営企業会計への移行を進めるため固定資産台帳を作成した。（H30 年までの債務負担） 
・上下水道審議会が新設手数料及び再開手数料の改正を答申する。（12 月議会で条例改正） 
・大山低区配水管布設替工事を実施した。（Ｈ29 年度繰越事業） 
○下水道事業特別会計

・下水道事業の経営戦略を策定した。

・公営企業会計への移行を進めるため固定資産台帳を作成した。（H29 年までの債務負担） 
・事業認可変更申請を行った。（許可は平成 29 年度中） 
・妻籠クリーンセンター爆気攪拌機を更新した。

・長寿命化計画に基づく妻籠クリーンセンター制御盤の電気設備更新設計を実施した。 

○農業集落排水事業特別会計

・下水道事業の経営戦略を策定した。

・公営企業会計への移行を進めるため固定資産台帳を作成した。（H29 年までの債務負担） 
・あららぎ浄化センター爆気攪拌機を更新した。

○浄化槽市町村整備推進事業特別会計

・公会計へ移行するための固定資産台帳を作成した。

・浄化槽市町村整備推進事業により浄化槽 12 基を整備した。（町整備分 471 基） 
・個人浄化槽の町管理型への移管は 3 基あった。（町への移管分 248 基） 
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７．建設環境課所管

１．建 設 関 係

（１） 道路関係

① 町 道

 町道については、実施計画に基づき道路改良等の事業を実施したほか、社会資本整備総合

交付金事業を実施した。

また、道路維持補修については、各地域からの要望を中心に緊急性の高いもの

から順次実施し、可能な限り対応している状況である。 

道 路 維 持 補 修 事 業 ５４，３４３千円 （台帳整備含む）

道 路 改 良 事 業 ２２，４４６千円

除 雪 対 策 事 業 ２２，１８４千円

県 営 工 事 付 帯 事 業 ２，８８９千円

橋 梁 維 持 補 修 事 業 ７０，２２７千円

２８年度事業費計 １７２，０９０千円 （明細別紙参照）

２８年災害復旧費   １３，４０４千円 （明細別紙参照）

２７年度繰越事業  ６１，９４１千円 （明細別紙参照）

② 国 道

【一般国道１９号】

神戸地区視距改良事業調査設計が実施された。

【一般国道２５６号】

 道路改良（漆畑拡幅）、橋梁・舗装補修（妻籠橋）、災害防除交通安全事業等が実施され

た。

③ 県 道

【主要地方道 中津川南木曽線】

道路改築事業（馬籠峠～下り谷）が実施された。

【主要地方道 中津川田立線】

橋梁詳細設計委託（大滝川橋梁部）、交差点詳細設計、地質調査、用地補償、物件補償

が実施された。

【主要地方道 飯田南木曽線】

道路防災事業（茶屋上１号）が実施された。

【一般県道 上松南木曽線】

調査設計委託（読書ダム～戸場）が実施された。

【県代行 木曽川右岸道路（町道川向梛野線）】

道路改築事業（川向）が実施された。

（２）砂防・河川・災害関係

① 町単河川改修事業

【準用河川改修】

小吹沢・細畑沢・伊勢小屋沢・アンコ沢・梛野沢・須合沢の支障木伐採及び堆積土除去

を実施した。

２８年度事業費       ２，４５１千円    （明細別紙参照）

② 直轄砂防事業

【砂防事業】…………本体工事

事業概要  梨子沢第２砂防堰堤改築・渡島蛇抜沢砂防堰堤・

和合蛇抜沢工事用道路・桜洞
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【砂防調査】…………地質調査・測量・詳細設計ほか

事業概要    桂川第１・地蔵沢第 1 

③ 県砂防事業

【砂防事業】 岩戸沢（沼田）

（３）負担金関係等

期成同盟会、団体に対して負担金を支出し、事業促進のため要望活動を行った。

（明細別紙参照） 
【国道２５６号改良促進期成同盟会】

飯田市・阿智村・南木曽町の３市町村で構成し、未改良区間の改良促進を主に積極的

に要望活動を行った。

【木曽南部直轄砂防推進協議会】

上松町・南木曽町・大桑村の３町村で構成し、直轄砂防事業の促進について要望活動・

現地調査・砂防研修会等を行った。

【中津川南木曽県際道路改良促進協議会】

中津川市・南木曽町２市町で構成し、岐阜県と結ぶ主要地方道２路線の改良促進を中

心に現地調査等を行った。

【主要地方道飯田南木曽線改良促進期成同盟会】

飯田市、南木曽町及び各町内会・各種団体等、民間主導型で同盟会を結成し、改良促

進を中心に現地調査等を行った。

【木曽南部木曽川右岸道路整備促進期成同盟会】

上松町・南木曽町・大桑村の３町村で構成し、右岸道路の県代行事業着手区間の早期完

成と、未着手区間の早期事業化を中心に要望活動・住民啓発活動等を行った。

（４）町道台帳整備

２８年３月末 ２９年３月末

道 路 実 延 長 （ ｍ ） １６２，９８０ １６３，１４０

改 良 済 延 長 （ ｍ ） ９５，３８８ ９６，０２７

舗 装 済 延 長 （ ｍ ） １１６，８９７ １１７，０６５

自動車通行不能道延長（ｍ） ４１，０８５ ４０，８４７

橋 梁 数      EA  （箇 所） ２１２ ２１７

Aう ち 永 久 橋        EA  （箇 所） １５６ １６１

（５）諸申請手続き

① 河川法申請関係 １２件

② 町道自営工事申請 ３件

③ 町道使用申請 ６８件

④ 砂防法申請関係 ０件

⑤ 急傾斜地法申請関係 ０件

⑥ 町道通行制限協議 ３３件

⑦ 国道・県道通行制限通知 ５２件
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E

備
 
考

国
庫

支
出

金
県
支

出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

上
の
原
線
改
良
工
事
（
辺
地
）
 

上
の
原
 

工
事
・
測

量

用
地
購
入

 
一
式

８
，
８
０
９

8,
70

0 
10

9 
H

29
へ
繰
越

12
,5

79
千
円

 

与
川
線
改
良
工

事
（

辺
地

）
 

与
川
 

工
事
・
分

担
金
・
 

用
地
・
測

量
一
式
 

１
３
，
６
３
７
 

13
,6

00
 

37
 

H
29

へ
繰
越

26
,4

72
千
円

 

合
 

 
 
計
 

２
２
，
４
４
６

22
,3

00
 

14
6 
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除
雪
対
策
事
業

 
単

位
：

千
円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E

A

事
業

費
 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

融
雪
剤
・
砂
配
布
業
務

町
内
一
円

６
１

８
61

8 

町
道
除
雪
作
業
賃
金

与
川

3
区
 

下
り
谷

橋
場
 
本

谷
１

５
９

15
9 

凍
結
防
止
剤
等
購
入
代

町
内
一
円

21
3
箇
所

 
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

25
ｋ
ｇ
 

68
0
袋

 
９

５
０

95
0 

町
道
雪
害
支
障
木
伐
採
な
ど

町
内
一
円

７
箇
所

支
障
木
伐

採
・
修

繕
１

，
８

２
４

1,
82

4 

町
道
除
雪
業
務
重
機
使
用
料

町
内
一
円

16
3
路
線

 
町
内
業
者
１
０
社
他
委
託

重
機
使
用
料

１
８

，
５

４
０

1,
58

8 
16

,9
52

 
社

会
資

本
整

備
交

付
金

町
道
滑
り
止
め
用
砂
購
入
代

町
内
一
円

63
箇
所

 
砂

配
布

９
３

93
 

合
計

２
２

，
１

８
４

1,
58

8 
20

,5
96

 

※
路
線
数
は
、
委
託
契
約
業
者
ご
と
の
契
約
路
線
数
の
合
計
数

。（
1
路
線
で
雪
寒
路
線
、
通
常
路
線
あ
る
場
合
は
２
路
線
と

し
て
計
上
、
同
一
路
線
を
複
数
事
業
者
契
約
の
場
合
も
２
路
線
で
計
上

。）
 

県
営
工
事
付
帯
事
業

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

直
轄
砂
防
関
連
事
業

（
渡
島
蛇
抜
け
沢
）

渡
島

水
路

整
備

・
横

断
溝

設

置
・

グ
レ

ー
チ

ン
グ
設

置
９

０
６

90
6 

そ
の
他
 
国
県

関
連

事
業

大
原
苗
圃

他
残
土
処
理
場
等
修
繕
 

１
，

９
８
３

1,
98

3 

合
計

２
，

８
８
９

2,
88

9 
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橋
梁
維
持
経
費

 
単

位
：

千
円

事
 

業
 

名
実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

橋
梁
維
持

修
繕

む
く

り
沢

橋
（
富
貴

畑
線

） 
前

沢
橋

（
小

木
戸

道
）

島
の

平
橋
（

島
の
平
中

線
）
 

修
繕
工
事

６
９
４

69
4 

橋
梁
点
検
事
業

道
路
橋

74
橋

 
定

期
点
検

２
２

，
１
６
１

13
,6

50
 

8,
00

0 
51

1 
社

会
資

本
整

備

交
付
金

橋
梁
補
修
事
業

桃
介
橋

（
過
疎
・
ソ
フ

ト
）

修
繕
計
画

検
討

５
，

８
０
０

5,
70

0 
10

0 

新
山
橋
・
夏
焼
橋

・
明
智
橋

設
計
調
査

 
一
式

９
，

９
７
１

26
,2

05
 

15
,1

00
 

26
7 

社
会

資
本

整
備

交
付
金

Ｈ
29

へ
繰
越

 
27

,4
19

千
円

 

尾
又
橋

工
事
 
一

式
１

４
，

１
２

３

三
留
野
大
橋

工
事
 
一

式
４

，
３

７
８

前
の
畑
橋

工
事
 
一

式
４

，
９

０
０

く
ち
な
し
沢
１
号
橋

工
事
 
一

式
８

，
２

０
０

合
計

７
０

，
２
２
７

39
,8

55
 

28
,8

00
 

1,
57

2 

河
川
整
備
事

業
単

位
：

千
円

事
業

名
 
 
 
 
 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
 
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

小
吹
沢
・
細
畑

沢
・
伊

勢
小
屋
沢
・
ア

ン
コ
沢

他
 

河
川
環
境

整
備

左
記
の
と
お
り

支
障
木
伐
採

、
河
川
整
備

２
，

４
５
１

2,
45

1 
Ｈ

29
へ
繰
越

 
1,

16
0
千
円

 

合
計

２
，

４
５
１

2,
45

1 

169



災
害
復
旧
事

業
（
現
年
災
害
 
町
単
）

単
位

：
千

円

事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
 
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

道
路
災
害
復
旧
事
業
 
（
８
月
３
日
豪

雨
）

道
路
災
害
復
旧
修
繕
工
事

三
留
野

3か
所

 
妻
籠

1
か
所

 
路

肩
修
繕
 

陥
没
修
繕
 

１
，

５
６
５

1,
56

6 

道
路
災
害
復
旧
事
業
 
（
９
月

23
日
豪
雨
）

 

道
路
災
害
復
旧
修
繕
工
事

与
川

2
か
所

 
三
留
野

1か
所

 
妻
籠

1
か
所

 
蘭

1
か
所

 

路
肩
修
繕
 

陥
没
修
繕
 

風
倒
木
撤

去
 

３
，

６
８
６

3,
68

6 

消
耗
品
購
入
（

注
意
喚
起
な
ど
）
 

カ
ラ
ー
コ

ー
ン
・
ポ
ー
ル
 

バ
リ
ケ
ー

ド
 
な

ど
 

９
７

97
 

道
路
災
害
復
旧
事
業
 
（

９
月

29
日
豪
雨
）

 

道
路
災
害
復
旧
修
繕
工
事

三
留
野

2か
所

 
路

肩
修
繕
 

陥
没
修
繕
 

６
９

１
69

1 

合
計

６
，

０
３
９

6,
04

0 

災
害
復
旧
事

業
（
過
年
度
災
害
 
町
単
）

単
位

：
千

円

事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
 
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

道
路
災
害
復
旧

事
業

梨
子
沢
工
事
安
全
協
議
会
経
費

ワ
イ
ヤ
ー

セ
ン
サ

ー
 

交
通
整
理

員
 

散
水
業
務
 

敷
き
鉄
板

リ
ー
ス
・
修
繕
 

７
，

３
６
５

7,
36

5 
H

29
.1

月
 

～
3
月

分
 

合
計

７
，

３
６
５

7,
36

5 
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道
路
維
持
補
修
事
業
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
繰
越
分
）

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E

A

事
業

費
 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
 
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

町
道
補
修

町
内

3
所

 
側

溝
修
繕
 

マ
ン
ホ
ー

ル
嵩
上

げ
 

１
，

０
９
２

1,
09

2 

町
道
舗
装
補
修
設
計
に
伴
う

Ｆ
Ｗ
Ｄ
調
査

本
谷
線

土
質
試
験
 

８
３

２
83

2 

合
計

１
，

９
２
４

1,
92

4 

※
Ｆ
Ｗ
Ｄ
調
査
と
は
、
道
路
に
走
行
車
両
に
近
い
荷
重
を
加
え
て
、
舗
装
の
路
面
状
況
を
確
認
す
る
調
査
で
す
。
路
面
の
ひ
び
割
れ
の
有
無
や
わ
だ
ち
の
深
さ
を
測

定
し
、
解
析
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
な
補
修
工
法
が
良
い
か
を
選
定
し
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
事
業
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
繰
越
分
）

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 
 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A 左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
 
考

国
庫

支
出

金
県
支

出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

額
付
環
状

線
道
路

改
良

工
事

 

（
辺
地
）
 

上
段

工
事
 
L
=1

0
0.
8
m 

工
事
・
監
理
・
復
元
測
量
 

測
量
審
査
 

２
１
，
５
４
７
 

19
,0

00
 

2,
54

7 

上
の
原
線
改
良

工
事
 

（
辺
地
）
 

上
の
原

工
事
 
L
=2

2
0.
0
m 

測
量
・
測
量
設
計
 

３
，
４
７
０
 

2,
80

0 
67

0 

合
 

 
 

計
 

２
５
，
０
１
７
 

21
,8

00
 

3,
21

7 
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県
営
工
事
付
帯
事
業
（
国
県
関
連
事
業
）
経
費
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
繰
越
分
）

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

蛇
抜
沢
流

路
整
備

渡
島

水
路
整
備

１
７
３

17
3 

上
の

原
線

待
避

所
設

置
に

伴
う

舗
装
工
事

上
の

原
舗

装
工
事

３
０
２

30
2 

合
計

４
７

５
47

5 

橋
梁
維
持
経
費
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
繰
越
分
）

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

大
水
上
跨
線
橋
応
急

修
繕
工
事

大
水
上
跨

線
工

事
 
監

理
 
一

式
１

，
２

４
３

1,
24

3 

橋
梁
補
強
事
業

（
過
疎
）

く
ち
な
し
沢

2号
橋

 
く
ち
な
し
沢

3号
橋

 
工

事
 
監

理
 
一

式
１

７
，
１

１
０

5,
26

5 
11

,5
00

 
34

5 
社

会
資

本
整

備

交
付
金

合
計

１
８

，
３

５
３

5,
26

5 
11

,5
00

 
1,

58
8  

河
川
整
備
事
業
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
繰
越
分
）

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源
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河
川
整
備
事
業

蛇
抜
沢

河
川
環
境

整
備

１
９

４
19

4 

合
計

１
９

４
19

4 

橋
梁
災
害
復
旧
事
業
（
国
補
過
年
）
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
繰
越
分
）

単
位

：
千

円

A事
業

名
 
 
 
 

 
 
 

 
E

実
施
箇
所

A事
業

内
容

 
 
 
 
 
 

E
A事

業
費

 
 
 
 
 
 

E

A 左
の

財
源

内
訳

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
E

備
考

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

一
般
財
源

梨
子
沢
線

橋
梁
災
害
復
旧
工
事

梨
子
沢
橋

委
託
料

H
27

,2
8
合

計
 

(５
７

，
６

０
５

) 
１

５
，
９

７
８

(3
4,

78
8)

 
14

,0
30

 
(1

7,
90

0)
 

6,
30

0 
4,

91
7 

▲
4,

35
2 

公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧

国
庫
補
助
金

合
計

１
５

，
９

７
８

14
,0

30
 

6,
30

0 
▲

4,
35

2 
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平成２８年度負担金関係 

同盟会及び協会事業負担金等（土木総務費） 

単位：円 

負 担 金 名 称 金   額 A事 業 主 体         E 

２ ５ ６ 号 改 良 促 進 

期 成 同 盟 会 負 担 金 
２００，０００ 同盟会（事務局 南木曽町） 

木 曽 南 部 直 轄 砂 防 

推 進 協 議 会 負 担 金 
２６０，６００ 推進協議会（事務局 大桑村） 

河 川 協 会 負 担 金 ３６２，０００ 河川協会 

全 国 治 水 砂 防 協 会 負 担 金 ４０，０００ 全国治水砂防協会・長野県治水砂防協会 

県 道 路 整 備 期 成 

同 盟 会 負 担 金 
７２，５００ 

中 津 川 南 木 曽 県 際 道 路 

改 良 促 進 協 議 会 負 担 金 
０ 同盟会（事務局 中津川市） 

飯 田 南 木 曽 線 改 良 促 進 

期 成 同 盟 会 負 担 金 
２０，０００ 同盟会（事務局 飯田市） 

中 津 川 田 立 線 改 良 

促 進 期 成 同 盟 会 補 助 金 
４０，０００ 地元同盟会 

長 野 県 地 区 用 地 対 策 

連 絡 協 議 会 負 担 金 
４，０００ 

木 曽 南 部 木 曽 川 右 岸 道 路 

整 備 促 進 期 成 同 盟 会 
２５，０００ 同盟会（事務局 大桑村） 

合   計 １，０２４，１００ 
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２．住 宅 関 係 

（１）町営住宅管理状況 

＊ 住宅及び入居者の状況  H29.3.31現在 

管理 

戸数 

年度当初 

入居戸数 

年度中 

入居戸数 

年度中 

退去戸数 

年度末 

入居戸数 

年度末 

空家戸数 

除却予定 

空家戸数 

公営住宅 70 69 4 7 66 4 0 

特定公共賃貸住宅 16 16 1 1 16 0 0 

地域優良賃貸住宅 4 4 4 0 0 

町営単独住宅 24 20 2 3 19 2 3 

ユーアイ住宅 36 35 3 3 35 1 0 

合    計 150 144 10 14 140 7 3 

◎教育委員会管理 

教職員住宅 30 28 2 2 28 2 0 

＊ 家賃徴収の状況 

家賃調定額 家賃徴収済額 未徴収額 家賃徴収率 

使用料 （公営住宅） 20,924,700円 20,712,500円 212,200円 98.99% 

使用料 （駐車場） 457,000円 457,000円 0円 100.00% 

財産収入（教員住宅） 5,222,600円 5,222,600円 0円 100.00% 

財産収入（ﾕｰｱｲ住宅） 16,213,800円 15,693,400円 520,400円 96.79% 

財産収入（町営住宅） 4,305,300円 4,221,000円 84,300円 98.04% 

過年度収入 2,169,060円 206,560円 1,962,500円 9.5% 

計 49,292,460円 46,513,060円 2,779,400円 94.36% 

※家賃徴収 

 滞納対策については、家賃だけでなく町税等の滞納も絡んでいるケースが多く他係と連携して

取り組んでいる。滞納者とは積極的に折衝し実情の把握に努め、何とか計画的に支払えるように

対策を進めている。 

※住宅維持補修 

平成 28 年度末において、環境住宅係で管理している住宅は 150 戸となっている。その内 60％

が築 20年を経過しており、老朽化に伴う維持補修や住宅環境の向上に対して入居者の要望が高ま

っている。これらに対応するため軽微な補修も含め 54件 4,386千円の維持補修を実施した。公営

住宅本町団地雨水排水修繕工事 497千円を H29へ繰り越した。 

教育委員会で管理している教職員住宅は 22 件 594 千円の維持補修を実施した。 

（２）住宅資金貸付業務 

 平成 23年度から南木曽町への定住の推進を図ることを目的として、南木曽町定住促進住宅資金

の貸付を始め、4 件分にあたる 2,000 千円を金融機関に預託した。本年度は貸付の実績がなかっ

た。 
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（３）住宅改善の状況 

・公営住宅改良事業（別紙参照） 

中折団地 3棟 3戸ユニットバス改修（H27からの繰越） 

深山団地 2棟 2戸ユニットバス改修 

深山団地 4棟 6戸ユニットバス改修（H29ヘ繰越） 

本町団地 1棟 3戸ユニットバス改修（H29ヘ繰越） 

（４）住宅の除却（別紙参照） 

   ・天白団地 2棟 10戸の町営住宅の除却工事を行った。 

（５）諸申請手続き 

・建築工事関係    建築工事届   9件   建築確認申請書  2件 

  建築物除却届  10件 

（６）木造住宅耐震改修補助事業 

   ・耐震診断 1件   ・耐震改修  0件 

（７）住宅リフォーム補助事業 

住宅関連産業を中心とした町内経済の活性化を図り町民が快適な生活を営むことができるよう、

持ち家住宅のリフォーム工事に対して補助を行った。 

※30万円以上の工事に対して、補助対象工事費の 10％、限度額 20万円。 

  補助金の 30％相当額を南木曽町商品券で交付 

・平成 27年度からの繰越分 申請件数  2件 

 補助対象工事費   4,942千円 

  補助金額   400 千円 

 内商品券額  120 千円 

・平成 28年度分  申請件数   5件 

補助対象工事費   9,300千円 

 補助金額   805千円 

  内商品券額 243千円 
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３．環 境 関 係

（１）ごみ処理関係

①可燃ごみ

平成２８年度の可燃ごみ（町収集分）排出量は４５７．０ｔで、前年度より１２．６ｔの減少

となった。

 木曽クリーンセンターにおける南木曽町のごみ排出量（家庭系・事業系ごみ総量）は５３１．

１ｔで、昨年度より１２．２ｔの減少となった。しかし、町では木曽クリーンセンターの新ごみ

処理施設が稼働する平成３０年度までに、可燃ごみ量を平成２８年度比約６０ｔ減量（家庭系・

事業系ごみ総量）、木曽郡全体では約８４６ｔ減量することを目標としており、木曽クリーンセ

ンターと連携してごみの減量・再資源化（３Ｒ・２Ｒ）への取り組みが必須となっている。引き

続きごみの減量と分別意識の向上に努めていきたい。

【可燃ごみ排出量の推移】  （単位 ごみ量：ｔ） 
24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

町内収集分 507.0 530.1 490.8 469.6 457.0 

ごみ排出量（家庭系+事業系）※ 587 617.6 629.3 543.3 531.1 

ごみ排出量対前年度増減 －13 30.6 11.7 -86.0 -12.2 

平成30年度排出目標値 471（家庭系＋事業系） 

平成30年度排出目標値達成率 75％ 69％ 66％ 85％ 87％ 

   ※木曽クリーンセンターにおける家庭系・事業系ごみの総量（町収集分＋持ち込み分）

②生ごみ

 平成２８年度の生ごみ排出量は１１７．７ｔで、前年度より８．７ｔの減少となった。

木曽クリーンセンターと連携して、分別意識の向上に努めていきたい。

【生ごみ排出量の推移】     （単位：ｔ） 
種 類 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

生ごみ 136.9 132.2 129.6 126.4 117.7 

③不燃ごみ

平成２８年度の不燃ごみ排出量は３６．７ｔで、前年度より２．４ｔの減少となった。

集団回収や再資源化分別収集の排出量も減少しており全体的に排出量が減少したものと思わ

れる。

【不燃ごみ（金物類・ガラス類）収集量の推移】   （単位：ｔ） 
種 類 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

金物類 24.0 23.4 17.2 17.5 18.3 

ガラス類 25.7 24.7 21.3 21.6 18.4 

合  計 49.7 48.1 38.5 39.1 36.7 

④資源ごみ

  資源びん・ペットボトル・発泡スチロール、蛍光管、プラスチック製容器包装、ダンボール、

雑誌・雑がみ、古着類を行政回収で、新聞、アルミ缶、牛乳パック、ビールびん等を小中学校

ＰＴＡ等の集団回収で実施している。

  資源集団回収の実績に応じて４団体に「南木曽町資源集団回収事業奨励金」を交付した。
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○行政回収

【資源ごみ排出量の推移】   （単位：ｔ）

種 類 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

ダ ン ボ ー ル 87.7 80.2 83.4 83.4 78.9 

雑 誌 ・ 雑 が み － － － 24.8 29.2 

資 源 び ん 33.6 34.9 35.3 33.5 31.1 

ペ ッ ト ボ ト ル 10.3 11.2 11.4 11.2 11.5 

発 泡 ス チ ロ ー ル 2.9 2.8 3.1 3.0 2.8 

プラスチック製容器包装 30.1 32.2 29.7 32.0 29.6 

古 着 ・ 古 布 － － 6.0 9.9 7.6 

合    計 164.6 161.3 168.9 197.8 190.7 

○資源集団回収

実施団体：南木曽小ＰＴＡ・南木曽中ＰＴＡ・田立子どもと歩む会・ひだまり工房

【集団回収量と奨励金交付額】   （単位 回収量：ｋｇ、ビン類：本、交付額：円） 

種 類 
平成 26 年度 平成 27年度 平成 28年度 

回収量 
奨励金 

交付額 
回収量 

奨励金 

交付額 
回収量 

奨励金 

交付額 

紙

類 

新聞 99,460 298,380 96,120 288,360 88,000 264,000 

雑誌類 75,690 302,760 73,670 294,680 69,490 277,960 

ダンボール 22,280 66,840 21,420 64,260 21,870 65,610 

牛乳パック 1,410 4,230 1,760 5,280 1,550 4,650 

アルミ缶 4,460 13,380 4,844 14,532 4,804 14,412 

ビン類（本） 2,455 489 2,596 517 1,912 381 

合  計 686,079 667,629 627,013 

⑤南木曽町資源ごみストックヤードについて

  資源ごみ（資源びん、ペットボトル、発泡スチロール、蛍光管、ダンボール、雑誌・雑がみ等）

の受け入れを、毎週水・土曜日の午前８時３０分から１２時まで業務委託により実施している。 

  平成２６年度から布団の受入れ（有料（130円/10kg H27.10.1料金改定））を開始し、受入件

数が年々増加している。 

  ・平成２８年度布団受入実績  １５０件 ５，９７９kg（前年度比＋3件 △541㎏） 

（２）環境美化関係 

 南木曽町美しいまちづくり条例の規定に基づく環境美化の日に、南木曽町衛生自治会が中心と

なり町内一斉清掃を実施した。 

商工会等による地域ボランティア活動で、中山道等のごみ拾いが実施された。 

①南木曽町衛生自治会

   【平成28年度活動状況】 

活 動 回数等 場所 内  容 

総会 １回 南木曽会館 4月15日 組織の見直しにより一本化 

役員会 ４回 役場 4月13日、8月19日、2月4日、3月30日 

町内一斉清掃 ２回 町内 
4月24日（可燃ごみ 270㎏ 不燃ごみ 175㎏） 

9月25日（可燃ごみ 140㎏ 不燃ごみ 165㎏） 

委員研修 １回 役場 9月16日 「家庭の簡単省エネ研修会」(17名出席） 

町の事業への協力 随時 町内 

環境衛生事業への協力、容器包装廃棄物（資源

びん・ペットボトル・発泡スチロール等）の分

別収集の推進協力等 
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②ポイ捨て防止監視パトロール事業

「ポイ捨て防止監視パトロール事業」として、前期、後期で延べ８名を雇用し、国道１９号・

２５６号のパーキングを中心とした不法投棄防止啓発活動とごみ拾いを実施した。

 依然として不法投棄ごみは多く、最近では汚物の投棄も目立っている。関係機関等への協

力を求めながら不法投棄防止の啓発を図る必要がある。

【ポイ捨て監視パトロールごみ回収状況】 （単位：個）

回収品目 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

缶 類 3,381 5,036 4,563 

びん類 301 350 291 

ペットボトル 2,927 3,933 3,758 

可燃ごみ 149 234 257 

※可燃ごみは町指定の可燃ごみ指定袋（50Ｌ）での回収数量 

【ポイ捨て監視パトロール出動日数・延人数・延時間】

平成26年度 平成27年度 平成28年度

出動日数 103日 204日 199日 

延人数 202人 420人 397人 

延時間 606Ｈ 1,260Ｈ 1,191Ｈ 

③不法投棄防止関係

  町が加入する木曽地域廃棄物不法投棄防止対策協議会による、「道の駅大桑」でのポイ捨て

防止啓発活動に参加した。

  また、木曽地域廃棄物不法投棄防止対策協議会との合同で、廃棄物不法投棄防止パトロール

を実施した。

（３）し尿・火葬関係 

①し尿関係

【し尿排出量・処理量等】

平成26年度 平成27年度 平成28年度

汲取り量 863ＫＬ 835ＫＬ 799ＫＬ 

汲取り手数料 9,477千円 9,187千円 8,794千円 

浄化槽汚泥量 2,430ＫＬ 2,296ＫＬ 2,253ＫＬ 

浄化槽清掃手数料 26,266千円 25,032千円 24,447千円 

②火葬関係（緑聖苑）

【火葬場使用件数等】

平成26年度 平成27年度 平成28年度

火葬場使用件数 37件 33件 41件 

火葬場使用料 540千円 492千円 620千円 

霊柩車使用件数 30件 29件 34件 

霊柩車使用料 770千円 775千円 930千円 
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（４）墓地の許可関係（届け出数）

①墓 地   経営許可：０件  廃止許可：８件   改葬許可：５３件

②納骨堂   経営許可：０件  廃止許可：０件  

（５）霊園分譲関係（神戸霊園） 

   未分譲区画    １区画（２８年度分譲実績０件）

返還   １区画

年度末未分譲区画  ２区画

（６）飼犬登録関係

【飼犬登録数と狂犬病予防注射実施状況】 

年度当初 畜犬登録数 369頭 年度内注射済頭数（前住地接種含む）※1 356頭 

死亡等抹消頭数 40頭 未接種頭数※2 14頭 

新規登録数 15頭 新規登録手数料（＠3,000×15頭） 45,000円 

転入登録数 2頭 注射済証交付手数料（＠550×355頭） 195,250円 

年度末 畜犬登録数 346頭 鑑札再交付手数料（＠1,600×2頭） 3,200円 

計 243,450円 

  ※１ 注射済頭数内訳 集合春：278頭、集合秋：35頭、訪問：8頭、来院：34頭、転入：1頭 

※２ 未接種頭数内訳 新規：3頭、老病等：1頭、不詳：10頭 

（７）再生可能エネルギー関係

地域資源を生かした自然エネルギーの普及啓発活動として、自然エネルギー木曽地域協議会主催

の事業「再生可能エネルギーシンポジウムin木曽2016」（12月3日木曽町木曽福島会館）へ参加し

た。

（８）地球温暖化対策関係事業

  国が進める地球温暖化対策のための国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ（賢い選択）」に賛同

し、省エネや行動など温暖化対策に資する選択を一人ひとりができるところから取り組んでもら

うことを目的に、長野県環境保全協会へ事業を委託して環境学習、省エネ講習会等の開催、パン

フレットの配布による普及啓発を実施した。

【環境学習等の実施状況】  

事業名 実施日 参加者 内容

家庭の省エネ研修会 9月16日 衛生自治会委員    17名 

町内電気・ガス等事業者 2名 

県環境エネルギー課によ

る長野県環境エネルギー

戦略の取り組みについて

説明。環境保全協会地球温

暖化対策支援アドバイザ

ーによる地球温暖化の現

状及び家庭の簡単省エネ

術について研修。

ふれあい福祉まつり

地球温暖化対策展示

10月30日 来場者 パネル展示等による温暖

化対策の啓発及び省エネ

実践アンケートの実施
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ミニ・デイサービス

家庭の省エネ研修会

11月14日 

11月17日 

11月18日 

11月21日 

11月25日 

11月28日 

三留野地区利用者   32名 

北部地区利用者     15名 

与川地区利用者    3名 

妻籠地区利用者    23名 

田立地区利用者    23名 

蘭・広瀬地区      20名 

地球温暖化の影響や家庭

の簡単省エネ術について

研修及び実践アンケート

の実施。

環境学習 12月21日 南木曽中学校3年生   35名 

南木曽中学校1・2年生 20名 

放課後子ども教室   18名 

デジタル地球儀「触れる地

球」を活用し、地球温暖化

による地球環境の変化等

について学習。家庭の簡単

省エネ術について説明。

（９）リニア関係

  リニア中央新幹線工事による環境への影響を明らかにするため、工事開始前の周辺環境の現況

について大気環境測定車による大気測定を実施した。

  【長野県大気環境測定車「あおぞらⅥ号」大気観測の実施状況】

測定期間 実施地区 測定場所 

5月24日～6月22日（30日間） 蘭地区（尾越） 旧木曽路館前 
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４．上下水道関係事業

（１）簡易給水施設関係

①簡易給水施設整備助成

（一般：事業費の 90％）     （単位：円）

水道組合名 補助内容 補助金額

１ 大高取水道 配水管漏水修理 １２６，０００

大高取水道 排水管補修 ３０１，０００

２ 柿平水道 ゲートハンドル修理 １６，０００

３ 夏焼水道 取水施設仮復旧 ８１，０００

４ 柿平水道 空気弁取替 ３８，０００

５ 胡桃田水道 薬注ポンプ修繕 ９２，０００

６
大妻籠上の

平水道
薬注ポンプ修繕 ９２，０００

合   計 ７４６，０００

（災害復旧事業：事業費の 100％） （単位：円） 
水道組合名 補助内容 補助金額

１ 向田水道 水源緊急修繕 ３９，０９６

２ 向田水道 水道水源応急復旧 ４４９，０６４

合   計 ４８８，１６０

②簡易給水施設水質検査

町内１９ヶ所の地区水道施設の水質検査を年２回実施し、結果により指導を行った。  

※１回分（133,380 円）については町が負担を行っている。 
検査機関 （財）中部公衆医学研究所

  ＊小規模水道 人口・戸数一覧表  （平成 28 年 3 月 31 日現在） 
  （小規模水道：簡易給水施設、飲料水供給施設の総称）

№ 水  道  名 種  別 地 区
住民リスト 水 源

戸数 人口 名 称 等 種別

１ 向田水道 簡易給水施設 与川一区 7 9 ささら沢 表流水

２ 柿平水道 飲料水供給施設 与川一区 14 49 干沢（ひざわ） 表流水

３ 南野水道 簡易給水施設 与川三区 5 21 表流水

４ 小川野平水道 簡易給水施設 与川三区 8 20 カツラ洞 表流水

５ 胡桃田水道 飲料水供給施設 上の原・与川三区 26 55 沼洞 表流水

６ 坂本平水道 簡易給水施設 与川五区 6 25 久保洞 湧水

７ 学校平水道 簡易給水施設 与川五区 4 10 大沢の支流 湧水

８ 川合平水道 簡易給水施設 与川四区 11 24 ナシノキ沢 表流水

９ 十二兼水道（上） 飲料水供給施設 十二兼 13 36 湧水

10 十二兼水道（下） 飲料水供給施設 十二兼 14 32 熊ノ沢 表流水

11 前の畑水道 簡易給水施設 岩倉 6 26 新山沢 湧水

12 金知屋水道 簡易給水施設 金知屋 5 15 日陰洞 表流水

13 上の原下の平水道 簡易給水施設 上の原 12 27 倉洞 湧水

14 上の原下 6 戸水道 簡易給水施設 上の原 6 17 白鳥沢 湧水
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15 大妻籠上の平水道 簡易給水施設 大妻籠 6 13 井戸沢 表流水

16 大高取水道 簡易給水施設 上在郷 5 14 大明神沢 表流水

17 三軒屋水道 簡易給水施設 上在郷 5 13 水上沢 表流水

18 夏焼水道 簡易給水施設 富貴畑 3 6 夏焼（大土地）沢の支流 表流水

19 富貴畑水道 簡易給水施設 富貴畑 1 1 カンツ洞 表流水

合 計 19 158 413 
※個人水道（31 戸・76 名）

（２）下水処理関係

合併処理浄化槽設置補助事業については、平成 28 年度は事業実施希望者が無かったため、設

置実績は０基であった。

① 合併処理浄化槽設置整備補助実績内訳 （単位：千円）

補助金額
左記の財源内訳

備  考
国庫支出金 県支出金 一般財源

０ ０ ０ ０ 設置補助金

②人槽別設置補助金額    （単位：円）

人 槽 の 区 分 補 助 金 額

５人槽 ３３２，０００

６～７人槽 ４１４，０００

８～１０人槽 ５４８，０００

１１～２０人槽 ９３９，０００

２１人槽以上 １，４７２，０００

③排水設備改造資金関係

◎貸付限度 … １世帯１件とし、１００万円以内で１０万円単位

◎償還期間 … ５年以内

・金融機関預託額  八十二銀行南木曽支店   １，０００千円

ＪＡ木曽南木曽支所    ２，０００千円

・貸付実績   （新規分） なし

 （継続分） 八十二銀行南木曽支店  １件

  ＪＡ木曽南木曽支所    １件

  ・年間利子補給額   ２件  ３３，０５７円
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